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嬰 とお扇
Watch and Wardは、執筆された順番から言えば、ヘンリー・ジェイムズの最初の長編小説であり、
ヒロインNora LambertをIsabelArcherの先駆と、ひいてはジェイムズ文学を彩るアメリカ娘たちの
原型と位置づける批評家も少なくない。しかしながら、 Watchand Ward自体の許{屈は芳しくなく小
説家の処女長編とみなされないことさえしばしばある。その理由として考えられるのは、後のIsabel
ArcherやMillyThealeが直前するよつな試練が全く Nora~こは与えられていないため、一定の評価に耐
えうる文学的テーマが抜け落ちてしまっており、感傷的なメロドラマと評されても仕方のない仕上が
りになってしまっている。
序
どれほど優れた作家であっても、処女作にして本人を満足させるほど優れた作品を書:けるわけではない。
アメリカ文学においてよく知られている事例は、 HawthorneのFanshaweで、あろう。 披はこの小説を匿名
で出版するが、結局のところ、彼自身が後に臨収を試みている。
ヘンリー・ジェイムズ (HenryJ ames)の場合も、被にとって、最初の長編小説Watchand Wardが得心
のゆくもので、なかったことをうかがわせる事実が幾つもある。この長編小説は、 187l年の 8月から12月に
かけてAtZ，αnticMontJzかに掲載されたが、ジェイムズの在世ー中、この作品がイギリスで単行本として刊行さ
れることはなかった。また、ジェイムズのテクストの決定版であるニューヨーク版に収録されることもな
かった (Long10)一一ジェイムズは、彼の死後出版された未完の作品も含めると、生涯で22編の長編を残
したが、ニューヨーク版にはそのうち16編が収録されている。小説家は、 WatcJzand Wardを収録から除外
した。世障もこの作品を等問視しており、 20世紀に入っても、その評価は芳しくなかったと言わねばなる
まい。 Meyerによれば、そもそも WatcJzand Wardはジェイムズの処女作として認知されることさえ稀で
あり、 1986年版のペンギン・クラシックスのRoderic/?Hudsonのエディターたちは、こちらをジェイムズ最
初の長編小説だと紹介している (8針。このような背景もあって、抗心ヨtcJzand Wardl土、ジェイムズ初期の
作嵐や他の作品との関連を論じるi待に省みられる程度にしか読者の関心を集めていないというのが実慣で
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あろう。
確かに、技巧的と呼べる要素は皆無で、物語を支配するトーンも一貫性がなく、完成震が低いと評され
るのは仕方のないところかもしれない。しかしながら、 Watchand Wardtこ登場する人物たちの中には、後
のジェイムズ文学を彩る登場人物たちの特鍛が多々見受けられるとWard(619)が指摘しているように、
或いはEdelが、ジェイムズが個人的に愛着を持ち、後のThePortr初~'t 01 a LadyやTheWings 01 the Dove、
Washington Square等の名作を生み出してゆく原動力となる靖熱を持ってWatchand Wardを執筆している
と指摘している iように、この作品が様々な点で、ジエイムズズ、文学のア一キ夕イフブOと言える存在であること
も否定でで、きなしいミ、o Isabel Ar詑The叙l
と彼女たちに近づづ、くfおort匂出uω1江I問1児e一i加1unt双e町r、男性主人公のよき相談1棺、告E手となるconfidanteの笠i場碁吉、そして、ことに
よれば今日でさえ非現実的ともいえるほどの決析を、ヒロインが自分自身の判断でしている 2等々、一連の
作品に共通する要素は枚挙にいとまがない。先に挙げた、 ThePortrait 01 a LadyやTheWings 01 the Dove 
は、「国際テーマJを扱った作品の代表格の小説で、あり、ひいては、ジェイムズ文学の初期とi晩年を代表す
る秀作でもある。 19世紀社会における女性の自立と彼女たちに与えられていた選択の自由という点に着目
すれば、 Noraの中にIsabelやMillyの萌芽を見て車ることも強ち無理でもないだろう。本論では、ジェイム
ズ文学に萱場するアメリカン・ガールの系譜の源流をNoraLamberUこ求めつつ、ジェイムズ文学における
Watch and Ji匂rdの意義を今一度考えてみたい。
I 
ジェイムズが得意とした「国際テーマjを軸に展罰する物語の主涜は、「ヨーロッパのアメリカ人Jを描
いたものであって、舞台がアメリカに設定されている小説は、どうしたわけか垢抜けたものが少ないo
W匂tchand Wαrdはもとより、 TheEuroρeans(1878)、WashingtonSquare (1880)、Theβostonians(1886) 
が、いずれもニューヨーク版に収録されなかったように、これらの作品についてはジェイムズ自身の瀧足
度も高くはなかったはずだ。 EdeH土、 Watchand Wardが失敗作で、ある理由は、彼が、新米作家がよくしで
かすように、あまりに多くの素材を 1つの作品に詰め込みすぎたからだと指携する(1: 305)。
ベた通り、確かに後のジェイムズ文学に登場してくる基本的な要素は舗えているようにみえるが、ヨーロッ
パ人とアメリカ人の対比一一前者の経験、好計、投摘さとf走者の純粋、無垢等の対比一ーが素材として抜
け落ちてしまっている点は見落とせない。こう言うと誇張と受けとめられる恐れもあるかもしれないが、
ヨーロッパとアメリカ文化の対比が欠落してしまうと、ジェイムズの得意とするプロットは、ともすれば、
!討産目当ての男と世間知らずの女性の結婚を巡る単なるメロドラマにしかみえなくもないからであるo
Wardが、 Watchand Wardは、 "anElizabethan pastoral comedy"又は“aGothic RomanceH (613)に棺応、
しい題材を扱っていると指摘しているように、或いは、 Meyer司がこの小説を"melodramaticpotboilerH (80) 
と評しているように、更には、 LongがNoraをシンデレラに準えて(16)おとぎ話的な要素を見出している
ように、 Watchand Ward(土、深刻なテーマを扱った文学作品だとは受け止められていないことさえもしば
しばあるのである。
論、ジェイムズがWatchand Wardをi世に送り出した段時で、彼が後に謀罪してゆくことになる
テーマJを確立していたわけではないので、殊更にNoraのアメリカ人らしさが強課される必要もなかった
だろう。この意味では、 Nora(土漠然としたジェイムズ文学におけるヒロインの原裂なのであって、後のア
メリカン・ガールの全ての特{設を兼ね構えていると雷ってしまうのは危険であろう。この点を踏まえて、
議論を進めてゆく必要がある。
まず、 Watchand Wardの話の筋立てを手短に紹介し、即時にこの小説のこれまでの評価を概観しておく
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ことにしよう。 27才で、独身のRog自治Law児 nceは、見ず知らずの男性から資金の援助を頼まれ、これを拒む。
偶然にもこの男性が、彼が滞在していたホテルで拳銃自殺し、 Rogerは、彼の12才になる娘NoraLambert 
を養女として引き取ることになる。彼は、 Noraが成人した特に自分の妻にしたいと意識しながら、彼tとを
る。最初はたわいもない話だと傍観していた、後に牧師となるRogerの従弟HubertLawrenceも、
Nor‘aが成長するにつれて彼女の魅力に魅せられてゆく。更に、 Noraの従兄GeorgeFentonなるいかがわし
い人物が、 Rogerの財産をあてにして彼女のもとを訪れるが、やがてRoger(立法候を続ける彼を自分の麗敷
から追い出すo Rogerは、彼女を引き戟る前に被からの求婚を何度も断って31Jの男性と結婚し、それでLも
今なお懇意にしているKeith夫人にNoraを預け、ヨーロッパ旅行に連れて行ってもらうことにする。彼女
たちが帰国した時にRogerは腸チフスを患い生死をさ迷うが、 Noraの看病で一命をとりとめる。その勢い
で'Rogerは彼女に求婚するが、 Noraは、被が自分を安にすることを意識して育てていたことを知り、動揺
して彼の元を飛び、出し、ニューヨークにいるFentonを訪ねる o Fentonはここぞ、とばかりに彼女を軟禁状
態にし、 Rogerから金を脅し取ろうとする。 Noral土逃げ出しHubeれのもとへ辿り着くが、被はNoraに未練
がましく興味を示すものの、実は金持ちのユダ、ヤ人令嬢と婚約していた。そして、行き場を失って路頭を
さ迷うNoraが、 f皮女を探しにニューヨークまでやってきていたRogedこ偶然再会して結婚するという形で
幸福な結末に落ち着く、というのがこの話のおおまかな筋立てである。
確かに、このような陳腐な話の展開では、 WatchαndTiJ匂rdがメロドラマ調の安物小説と受け止められて
しまうのも仕方がないかもしれない。しかしながら、髄所にジェイムズらしさも見え語れしている o Long 
が“Asthe guardian and sponsor of Nora， Roger has an artistlike fashion. He ‘creates' Nora from crude 
materials and endows her with life" (13)と指擁するように、 Rogerが自分の育てている女性に恋してしま
うという関係は、 Pygmalionの神話を思い起こさせる。 Norali，“Asfor her plain face， they could not wait 
awhile for a change. Plainness in a child was almost always prettiness in a woman" (2):1と描写され、少女
時代はことさら彼女の器量の惑さが強調されるが、 Rogerの頼みで、 Keith夫人に連れられてヨーロッパ周
にでるとNoral立見違える美しさを兼ね備えて帰閣する。 Longは以下のように述べて、 Noraの変身振り
をシンデレラになぞ、らえる。
At one point， James refers to Nora， inher torn frock and orphaned state， as being“like a beggar 
maid in a ballad" . . . 
As笠h金ggarmaid transformed， Nora is also a version of Cinderella. Like Cinderella， she is given a 
fairy godmother， and attends a great bal， at which she herself becomes resplendent: . . From 
Rome， Nora writes to Roger:“I came out six weeks ago at the great bal of the Princ巴ssX. . . but
Mrs. Keith is a fairv god-mothむ:she shod me in gl益三slippersand we went" (16) [下線部筆者]
しく変貌をとげるヒロイン、「“godmother(女性の保護者)"=魔法使いjの査場、「ガラスの靴jといっ
た点に着自すれば、ジェイムズがシンデレラの物語を意識してNoraを描写したことは明らかだ。
Habeggerl土、 lVIoodsやLittleWoman等の作品を引き合いに出し、 Watchand r干TardはLouisaMay Alcott 
の作品から影響を受けていると捉えて、以下のような見解を述べている。
“What James did in this ungainly and immature work [杯Tatchand WardJ was to adopt the 
guardian-ward love story and transform the pleasing father-daughter incest fantasy intended for 
women readers into a nice…guy…finish-first daydreams for good guys. (248) 
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NoraとRogerの関係に、 Pygmalionの神話を感じ取る研究家は少なくなし、。神話やお伽噺を下敷きに物語
が展開し、人生における深刻な問題の核心に光を当てて、これを描き出している作品も世には多いだろう
が、 Watchand Wardの場合は、それ自体がお伽噺の域を抜け出せておらず、この小説にジェイムズが後に
確立してゆくリアリズムを期待することは適切ではないだろう。
E 
前章では、どちらかと言えばWatchand Wardのネガティヴな訪を列挙したが、本章では、後にジェイム
ズが再三用いてゆくことになる興味深い技法の萌芽が、平くもこの小説の中に見受けられる点を指摘して
おきたいo Watch and Wardで、は、その表題が示す通り、「保護者と被保護者」の関係がRogerとNoraの間
に成り立っている。また、実捺にRogerがNoraを養女に迎えたわけだ、かられ義)父Jと「娘Jの関係でも
あり、更に、最終的には、彼女と結婚してしまうことになり、「夫」と「妻Jの関係へと変化する。このよ
うにRogerは、男性が現実の社会において持ちうる幾つもの顔・役割を、 lつの作品の中で刻々と変化させ
てゆく。
Habegger (234)やJohnson(169)を始めとして、多くの探究家が、 Rogerの役割に着目している。これ
は、視践を変えてみれば、 Noraの役訴も同様に、「被保護者J、「娘J、「妻」と変化したことを意味する。 1
つの作品の中で、女性が女としての複数の顔を持つことは珍しくない。寧ろ、評儲の高いジェイムズの作
品においては、それとなく、このような手法が効果的に使われている。
議論をわかりやすく進めるために、比較的よく知られているFryerによる女性像の分類を紹介しておこ
う。 Fryerは、その著TheFaces 01 Eve : Women in the Nineteenth Century Novelsにおいて、 19世紀アメリ
カ文学に登場する女性のタイプを可heAmerican Princess"、九heTemptress"、"theGreat Mother"の3
つのタイプに大別している。これは、極めて大雑把ではあるが、女性の持つ様々な閣を的確に分類してい
ると言ってよいだろう。
それでは、実際にジ、エイムズが描く l人の女性が、どのように複数のタイフ。を担っているかを検証して
ゆくことにしよう。まずは、わかりやすい例としてThePortrait 01 a LadyのIsabelArcherを殺り上げてみ
よう。この長編小説の場合、 IsabelArcherが世間知らずのアメリカ娘として英国を訪れ、そこでGilbert
OsmondとMerle夫人の肝計に落ちて、 Osmondと結婚してしまうまでの過程が、その前半で描かれている。
ここでは、 Fryerの分類に従えば、 Isabelは "theAmerican Princess"である。“theAmerican Princess" 
は、“aunique combination of innocence a刀dself-reliance"を兼ね備えた女性であり、「創位記Jにおける
落する前のEve!-j、上の存在 (Fryer85) という位置づけになる。しかしながら、物語の後半にあっては、
Isabelの役割は、 Osmondの妻で、あると問時に、 PansyOsmondの(義)母としてのそれに移り、 Pansyの縁
談を巡って彼女が母親としてどのようなf子動をとるかがクローズアップされる。大雑把な雷い方をすれ
ば、 Isabelは、前半は“theAmerican Princess"として描かれ、後半では「母親J の投揺を担っていると
えるだろう。
次に、もう少し複雑なケースをみておくことにしよう。 TheGolden Bowlにおいて、 MaggieVerverの
父親Adamは、彼女の親京でもあったCharlotteと結婚するが、彼女はかつてMaggieの夫で、あるAmerigo公
爵と付き合っていた。しかし、貧しかったために2人は別れざるをえなかった。ところが、 Maggieが結婚
した後も、公爵と再び関係を持ち始めるようになる。ジェイムズは、このような話の展開を準備して、
Charlotteを複雑で、興味深い人需関係の中に置いている。まず、 CharlotteはMaggieにとって親友だ、ったわ
けだが、後女の父親Adamと結婚したことによって、 Maggieの義理の母親になった。そして、彼女の夫の
愛人で、もあるわけだから、向特に誘惑者“theTemptress"でもあるわけだ。
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現実の世界にあっても、人が幾つかの顔を持つことは当然あり得ることだが、ジェイムズが部作活動の
初期段暗から、 l人の登場人物に複数の役割を担わせるという手法を意識していたのは確かだ。しかし、
Rogerを描くにあたっては、ジェイムズは一貫性を持たせることに失敗したようだ。 Johnsonは、以下のよ
うに述べて、 Rogerの作品における位寵づけのl愛味性を指摘する。
An ambiguous figure， neither wolf nor lamb but a curious mixture of the two. The intentional design 
of the deception is such as to admit two coexisting interpretation: Roger can be seen as a comic， 
well…intentioned hero and also as a meddler in disguise who， frustrated in his own attempts to 
achieve matrimony and fatherhood， imposes his design upon another. Stated in its simplest form， 
such a pattern represents James's rendition of the imprecise distinction between the good and evil， 
and it presages the author's complex and ambiguous treatments of many later“heroes." (176) 
JohnsonがRogerを、「狼jとも「羊」ともつかぬ、奇妙に両者の浪ざった人物 (176)と評しているのは、
正鵠を射ているだろう。 Noraにしてみれば、 Rogerは、父親が自殺して孤児となった彼女を、善意から保
護者となり引き取って育ててくれたと信じていたわけだが、彼女が成人した時に、彼が彼女を妻にしたい
という下心を持っていることを知って驚博する。この時に、 Nora(まRogerの屋敷を飛ぴ、出し、詐欺師まが
いの従兄Fentonを頼ってニューヨークへ逃げ出す。このような震関は、 Rogerをペテン師以下の存在に庇
めてしまった印象を与える o Nelsonも“Itseems likely that Nora recognizes that Roger's love wil be as 
conditional as her father's， that Roger too wil exact a price for his devotion"と述べて、彼の愛情が「交換
条件{すき」であることを指摘する。これは、悪魔的な印象を与える。というのも、キリスト教世界におけ
る神の愛情は、無{震であり、代慣を求めるのは、悪露だからである。ゲーテの fファウストjに登場する
メフェイストフェレスが、ファウスト博士に、この世の全てを体験させてることと引き換えに、魂を賭け
た契約を求めているのがその最もわかりやすい倒であろう。このように、 Noraの保護者となるにはどこか
信頼できない聞があり、それでいて明確な悪意があるわけでもなく、 Rogerの性格付けには一貫性が欠落
していることは否めないだろう。
E 
Watch and防Tardで、は、ジェイムズが実際にはよく知らなかったであろう階層やタイプの人物を主要人
物に配置し、彼に崩1染みがあったであろうと思われるタイプの人たちは、脇役へ追いやられてしまってい
るとKelleyは指摘する。ひこのような可能性も当然考慮に入れるべきではあろうが、寧ろ、前主主で述べた通
り、 Rogerの場合は登場人物の役割に一貫性を持たせることができなかったことの方がより大きな問題で
あるように見受けられる。 Rogerの役割は、 Noraの養父(保護者)から求愛者へと移り、やがては彼女の夫
になる。これに合わせてNoraの役割も娘から妻へと変化したわけだ、が、 Noraの描かれ方については、それ
ほど無理があるようには受け止められていないと言えるだろう。
先L二、 JiViαtchαndJiViαγdが、後のThePortr，αit 01αLαdy、TheWings 01 the Do悦、そしてWαshington
Squareの先駆けとなる作品であるというEdelの指摘 (1: 305)については触れた。更に踏み込んで、 The
Portrait 01 a Ladyとの共通性を指摘する研究家は枚挙にいとまがない。当然のことながら、これらの研究
家はNoralまIsabelArcherの先駆とみなしている。
Wardは次のように述べて、 Watchand Wardに登場するそれぞれの人物は、 ThePortrait 01 a Lαdyに登
場する人物と役割が対応、していると指摘する。
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Nora is a crude forerunne1' of Isabel Ar・che1'，though he1' free choice of a husband has more pleasant 
results than Isabel's. As a virile man of affairs， Fenton is a Caspa1' Goodwood lacking wealth and 
integrity. Hubert remotely suggested Lord Warburton， though his urbanity is of a shallow order 
Roger is a curious combination of Ralph Touchett and Gilbert Osmond. (619) 
Habeggerは、 GilbertOsmondが'1]めてIsabelと対窟するときに、いかにも自分が家定的な男性であること
を装うために、それまで修道院にあずけていたPansyを連れ廃して陪席させていた場面は、 Watchand 
WardにおいてRoge1'がNo1'aの腰に手をまわす場面がで絵になっていると指鏑する。
The scene whe1'e Osmond begins to woo Isabel by d1'awing his daughte1' f1'om her chai1' "and making 
he1' stand between his knees， leaning against him while he passed his arm a1'ound he1' litle waist“is 
a perfect match， almost， with the early scene in防Tatclzαnd協Tardwhere Roger puts his arm around 
Nora and feels her "tender feminine promise" and starts to dream about marriage. (258) 
これらの指摘は、 2つの作品とそれぞれのヒロインを詳縮に比較検討しているとは言い難いが、それでも
大きく的を外れてはいないだ、ろう。
ジェイムズ白身や後世の読者が認めるか否かに侯jわらず、 Noraがジ、ヱイムズの最初の長編に登場したア
メリカ娘であるのは事実だ。その点が頻々と指摘される一方で、、細やかな議論に立ち入る研究が少ないの
は、後に登場してくるヒロインたちが寵富することになる様々な試練がNora~こは与えられていないからで
はないだろうか。
ジェイムズは、ニューヨーク版のTlzePortrait 0/ a Ladyの序文において、“Millionsof p1'esumptuous girls， 
intelligent 01' not intelligent， daily a佐onttheir destiny" (The Portrait 0/ a Lady vii) と述べて、この長編に
おいて彼が描きたかったのは、運命と対峠するヒロインの姿であったと述懐している。 ThePortrait 0/ a 
Ladyの;場合、 IsabelArche1'が、夫Osmondと彼の元情婦であったMerle夫人の|出奔に陥り、彼と不本意な結
婚をしてしまうことになる。そしてその後、後海と煩悶を繰り返すが、結局は、社会の国皇室・制度という
頚木を逃れることはできず、 Osmondとの結婚生活に忍従せざるをえないことを悟る。 TheWings 0/ the 
DoveのMillyThealeの場合、 Isabelのように畏におちてしまうのではなく、 KateC1'oyとMertonDensherの
好計を察知するが、やはり、好意を抱いていたMe1'tonに対して裏切られたことによる失望を味わわされる。
しかし、彼女の場合、 2人が共謀してMillyの財産を狙っていたことを知りながらも、敢えて彼らに巨額の
財産を遺す趣旨の遺書を残すことになる o Millyの場合は、 2人を寛恕した。 WashingtonSquareの
Catherine Slope1'は、彼女がやがて相続するであろう財産を日当てに近づいてきたMorrisTownsendの魂
胆に気づき、結婚を思いとどまる。その結巣、 Catherineは社会に背を向け、時折慈善活動に参加する以外
は、世碍との交わりを絶ってしまった生援を送ることになる。 以上の例からわかるように、ジ、エイムズの
傑作におけるヒロインたちは、男性の不実一一愛情からではなく、財産目当てに披女たちに近づいてきた
という事実一ーを発見するという試練にB芝居し、その際、 Isabelは苦悩・葛藤するが、その結来忍従し、
Milly(ま全てを知った上で寛宥し、そして、 Catherineは失望し世間に対して背を向けている。
No1'aのケースに自を向けてみよう。 Rogerが彼女を養女に引き取って、その後、被の感靖が多少変化し
たとしても、土手に愛情を押し隠していたに過ぎない。つまり、 Nora(土、たいした試練と向き合ったわけで
もなく、 Rogedこ結婚を迫られると、一時的な感情で無一文のままRogerの屋敷を飛び、出してしまったわけ
だ。 19世紀の中流家庭に育った娘がこのような行動に走るというのは、全くもって非現実的であり、
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Watch and Wardを、まさに安っぽいメロドラマに毘めてしまったと るだろう。
結び
ヒロインが全く深刻な試練に直面することがないということは、そのまま作品自体のテーマ不在に夜結
しているように思われる。多くの研究家が、 Noraを、 IsabelArcherを始めとする後のジェイムズ文学の先
駆と見倣している一方、防匂Ichand Wardがジェイムズの処女作としてさえ認知されないのは仕方のない
ところであろう。ジェイムズ文学において、一定の評舗に耐えうるアメリカン・ガールの登場は、 Daisy
Millerを経て、 IsabelArcherが登場してくるまで待たなければならない。
Notes 
It [Watch and日々lrdJcontain巴dpe1'sonal emotions which we1'巴 toyield him [J amesJ at least th1'ee of his best…known 
personal novels‘アhePortrait 01 a Lady， which has better claim to b巴judgeda‘g1'eat Ame1'ican novel' ; its later・noveland
g1'andiose ve1'sion， Tlze Tヂings01 tlze Dove， and evεr-popular story of a father， a daughter and a fortllne-hunte1'， Washi/1gto71 
Square (Edel 1 ; 305) 
The Portrait 01 a LadyにおけるIsabel.-¥rcher i土、間[mがGilbertOsmondの拶J1íx:!i~さを指摘したにも IYA わらず、彼会:自身
の選択で彼を生涯の伴侶とし、後に彼の正体を知るに至り後悔と苦悩の日々に[立苅する。 TlzeWin正{S01 theρoveでは、
iv!erton DensherとKateCroyが、 Millyの財政目当てに彼女に近づいてきたことを長1りつつも、彼女自身の任容{の近藤を彼
らに!治る司王を逃設にしたためる。 Watchand WardのNo1'ai土、後見人で、あるRogerLawrenceが彼女をまさ女ー としたのは、将来
彼女を妥とするためであったと先lり、笑際にオと給されたiJTに、ペテンflijの従兄Geo1'geFentonのもとへ!l)J けを求めて、!!!~一
文のまま屋敷を飛び出している。いずれも19UJ:紀の女性が実際になしえたような選択とは程遠く、リアリズムの路線から
は逸脱した姿;-}~と"Elえるだろう。
Watch and ]i陥rdlこついては、会てLibraryof America版からの引用による。
“Possession is the key to the mother-figure in James's fiction. ." (149)と述べているように、 Fryerーが言言及している「母
親j というのは、…般にイメージされるふ子供たちを守る保護者としての女性ではなく、彼らを rfl';{~' し、支配しようとする久ー
性たちである。
H巴issurrounded by p巴oplehe nev巴rwould have known intimately in 1'eal life while the people h巴wouldhave known 
James's own friends and acquaintanc巴s，are left almost entirely Olt through th巴reluctanceof J ames to bring in or given 
minor roles which th日ystifly play. (Kelley 123) 
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